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第 13回 ： 「陸上
りくじょう

競技
きょうぎ

の歴史
れ き し

(跳躍
ちょうやく

種目編
しゅもくへん

)」 

みんなががんばっている陸上
りくじょう

競技
きょうぎ

は『スポーツの基本
き ほ ん

』といわれ、大昔
おおむかし

からおこなわれてきました。 

今回
こんかい

は、6月
がつ

からおこなうジャンプ(跳躍
ちょうやく

)種目
しゅもく

の歴史
れ き し

についてかんたんに説明
せつめい

していきます。 

 

◆ 走高跳
はしりたかとび

のとび方
かた

は何度もかわってきた！ 

これまでおおきくとび方
かた

がかわった種目
しゅもく

として走高跳(はしりたかとび)があります。 

 

 

 

 

 1890年代        1930年代        １9５0年代        1968年 

さいしょは正面
しょうめん

とび  はさみとびはこの頃
ころ

から  ベリーロールで記録
き ろ く

更新
こうしん

  背面
はいめん

とびのたんじょう！ 

これ以外
い が い

にもびみょうにちがうとび方がいくつかあります…！ 

昔
むかし

はマットもないので足
あし

から着地
ちゃくち

が基本
き ほ ん

でした。 その後
ご

、ベリーロールというとび方
かた

で一気
い っ き

に記録
き ろ く

が更新
こうしん

さ

れ、当時
と う じ

の世界
せ か い

記録
き ろ く

は 1964年
ねん

にブルメルという選手
せんしゅ

が 2m24 の高
たか

さをとびました。 

1968年
ねん

にフォスベリーというアメリカの選手
せんしゅ

が背中
せ な か

から着地
ちゃくち

する背面跳(はいめんとび)をあみだしてオリンピッ

クに優勝
ゆうしょう

。 今
いま

ではキューバのソトマヨル選手
せんしゅ

が 2m45の世界
せ か い

記録
き ろ く

をもっています。 

 

◆ 棒高跳
ぼうたかとび

の『棒(ポール)』は日本
に ほ ん

の“タケ”が大人気
だ い に ん き

？ 

陸上
りくじょう

競技
きょうぎ

でゆいいつ道具
ど う ぐ

をつかって競技
きょうぎ

をするのが棒高跳(ぼうたかとび)です。 

最初
さいしょ

のころは木
き

や鉄
てつ

の棒
ぼう

(ポールといいます)をつかっていましたが、日本人
に ほ ん じ ん

が竹
たけ

のポ

ールをつかい記録
き ろ く

は 4m70 くらいにのびました。 

 

その後
ご

、プラスチックのポールをつかうことで今
いま

ではスウェ

ーデンのデュプランティス選手
せんしゅ

が昨年
さくねん

6m１８をとんでいます。 

……そしてやっぱり昔
むかし

はマットがないところに着地
ちゃくち

……こわすぎ(笑) 

 

◆ いまでは禁止
き ん し

のとび方
かた

がある？ 危険
き け ん

な走幅跳
はしりはばとび

のやりかた 

 

 

 

 

 

記録
き ろ く

をのばすくふうをしていった結果
け っ か

、キケンなとび方
かた

をおもいついてしまう人
ひと

がいます。 

走幅跳(はしりはばとび)のとび方
かた

でちゅうがえりをするという方法
ほうほう

がためされたことがありますが、やはりキ

ケンということですぐに禁止
き ん し

になりました(笑) みんなも安全
あんぜん

なとび方
かた

をおぼえましょう！  
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【おうちの人へ】 編集後記 

 

跳躍種目の練習を行います 

４～5 月の期間中は春の運動会シーズンということもあり走種目の練習を中心に行いました。 

6～8 月は気温も高く、走動作をくりかえし行うことが厳しいため、跳躍種目の練習を行っていきます。 

基本動作から走幅跳・走高跳などにつなげていきますので、引き続きご参加よろしくお願いいたします！ 

 

今回はスポーツ史ということで簡単ではありますが昔の陸上競技について触れてみました。 

また機会があれば子どもたちの興味がひくような解説をしてみたいと考えています       

 

熱中症にご注意ください      

少しずつ気温が高い日が増えていきました。 昨年度より外に出る時間が減ったり、マスクをつけたりするなど

して運動中の熱中症のリスクが高い子どもが増えています。 

熱中症はひどい場合命の危険もでてきますので、より安全にスポーツにとりくめるよう 

・ 体調をととのえる(睡眠不足・食事(塩分，水分)をとらない状態で練習に参加しない) 

・ 練習参加時の服装や水分をきちんと準備する 

など、各ご家庭でも参加前にご準備いただけると大変助かります。 
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